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【手続補正書】
【提出日】平成29年7月6日(2017.7.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）銅含有量が９０％より多く、
　（ｂ）面積重量が２８０～９００（ｇ／ｍ2）の範囲にあり、
　（ｃ）２つの表面を含む銅箔であって、前記表面がドラム面と析出面を含み、
　（ｄ）前記析出面の表面粗度（Ｒｚ）が１．０μｍ以下であり、
　（ｅ）４４～６８ｄｙｎｅ／ｃｍの範囲にある表面張力を示す、
　放熱銅箔。
【請求項２】
　前記ドラム面の表面粗度（Ｒｚ）が２．５μｍ以下である、請求項１に記載の放熱銅箔
。
【請求項３】
　光入射角度が６０°である場合、前記ドラム面が１８０より低いＭＤグロスを示す、請
求項１に記載の放熱銅箔。
【請求項４】
　前記ドラム面の表面粗度（Ｒｚ）が１．１～２．５μｍの範囲にある、請求項１に記載
の放熱銅箔。
【請求項５】
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　前記析出面の表面粗度（Ｒｚ）が０．３～１．０μｍの範囲にある、請求項１に記載の
放熱銅箔。
【請求項６】
　Ｌ*ａ*ｂ*表色系に準じて、前記析出面の明度値Ｌ*が２０～４０の範囲にある、請求項
１に記載の放熱銅箔。
【請求項７】
　Ｌ*ａ*ｂ*表色系に準じて、前記析出面のａ*値が６～１１の範囲にあり、前記析出面の
ｂ*値が３～８の範囲にある、請求項６に記載の放熱銅箔。
【請求項８】
　前記銅箔が３０ｎｍより大きい粒径を有する、請求項１に記載の放熱銅箔。
【請求項９】
　請求項１に記載の銅箔と、
　接着層と、
　圧力成形されたグラフェン層とを含み、
　前記接着層は、
　前記グラフェン層の前記銅箔との接触面の反対の表面、あるいは、前記銅箔の前記グラ
フェン層との接触面の反対の表面にある、
複合放熱構造。
【請求項１０】
　前記圧力成形されたグラフェン層は３～５０μｍの範囲にある厚さを有する、請求項９
に記載の複合放熱構造。
【請求項１１】
　前記グラフェン層は、
　前記銅箔と反対する側であって、Ｌ*ａ*ｂ*表色系に準じて２０～６０の範囲にある明
度値Ｌ*を有する表面を有する、請求項９に記載の複合放熱構造。
【請求項１２】
　前記ドラム面と前記析出面の両面と接触する圧力成形されたグラフェン層をさらに含む
、請求項９に記載の複合放熱構造。
【請求項１３】
　前記圧力成形されたグラフェン層は、
　水性バインダーと、
　グラフェン粉末と、
　カーボンブラック、黒鉛、およびこれらの組み合わせからなる群から選ばれる導電材と
、を含む、請求項９に記載の複合放熱構造。
【請求項１４】
　電解銅箔と、前記電解銅箔と結合するグラフェン層とを含み、
　前記電解銅箔は２８０～９００ｇ／ｍ2の範囲にある面積重量を有し、２つの表面を含
み、前記表面がドラム面と析出面とを含み、
　前記析出面は０．３～１．０μｍの範囲にある表面粗度（Ｒｚ）を有し、
　　前記銅箔は４４～６８ｄｙｎｅ／ｃｍの範囲にある表面張力を示し、
　前記グラフェン層は、
　前記ドラム面と前記析出面の少なくとも一つの面と接触し、
　前記電解銅箔と反対する側であって、Ｌ*ａ*ｂ*表色系に準じて２０～６０の範囲にあ
る明度値Ｌ*を有する表面を含む、
　複合放熱構造。
【請求項１５】
　前記ドラム面と前記析出面の両面と接触するグラフェン層をさらに含む、請求項１４に
記載の複合放熱構造。
【請求項１６】
　前記ドラム面が１．１～２．５μｍの範囲にある表面粗度（Ｒｚ）を示す、請求項１４
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に記載の複合放熱構造。
【請求項１７】
　光入射角度が６０°である場合、前記ドラム面が１８０より低いＭＤグロスを示す、請
求項１４に記載の複合放熱構造。
【請求項１８】
　接着層をさらに含み、
　前記接着層は、
　前記グラフェン層の前記電解銅箔との接触面の反対の表面、あるいは、前記銅箔の前記
グラフェン層との接触面の反対の表面にある、請求項１４に記載の複合放熱構造。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の複合放熱構造を含む電子装置。
【請求項２０】
　複合放熱構造の製造方法であって、
　ドラム面と析出面を有する請求項１に記載の放熱銅箔を提供する提供工程と、
　前記析出面にグラフェン粉末のスラリーを塗布する塗布工程と、
　前記スラリーを乾燥させ、前記析出面と接触して第一の厚さを有するグラフェン層を形
成する第一形成工程と、
　前記銅箔と結合するように前記グラフェン層を圧力の下に成形することにより、前記グ
ラフェン層の厚さを減らし、前記銅箔と接触して厚さが減らされたグラフェン層を形成す
る第二形成工程と、
　複合放熱構造を回収する回収工程と、
を含む、複合放熱構造の製造方法。
【請求項２１】
　前記第二形成工程のあとに、前記グラフェン層に接着層を提供する工程をさらに含む、
請求項２０に記載の製造方法。
【請求項２２】
　前記ドラム面にグラフェン粉末のスラリーを塗布する工程をさらに含む、請求項２０に
記載の製造方法。
【請求項２３】
　前記スラリーは水性スラリーである、請求項２０に記載の製造方法。
【請求項２４】
　前記第二形成工程は、少なくとも１０００ｋｇのロールプレス機の圧力で、前記銅箔に
前記グラフェン層を成形する工程を含む、請求項２０に記載の製造方法。
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